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9月定例会9月定例会

を 提出 否決

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
全
員
協
議
会
で
何
度
も

説
明
を
受
け
、
ま
た
、
議
会
内
に
お
い
て
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
な
ど
、
そ
の
必
要
性
や
形
態
な
ど
、
議
論
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
提
出
さ
れ
た
平
成
20
年
度
豊
後
大
野
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
は
、
庁
舎
建
設
に
係
る
庁
舎
整
備
費
と
し

て
基
本
設
計
委
託
料
な
ど
１
５
６
０
万
５
千
円
、
ま
た
、
来
年

度
に
継
続
す
る
予
算
と
し
て
２
１
０
０
万
円
の
債
 
さ
い

務む

負
担
行
為

の
補
正
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
こ
の
庁
舎
建
設
に
係
る
補
正
予
算
は
、
時
期
尚し

ょ
う
そ
う早

な
ど
と
し
て
議
員
12
名
か
ら
修
正
動
議
が
発
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
と
し
て
、
市
の
一
大
事
業
と
も
い
う
べ
き
庁
舎
建

設
は
、
新
年
度
予
算
編
成
時
に
施
政
方
針
と
と
も
に
計
上
・
説

明
す
べ
き
で
あ
り
、
年
度
途
中
の
補
正
で
計
画
を
打
ち
出
す
の

は
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
行
政
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
の

で
は
な
い
か
。

ま
た
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
、
財
政

面
か
ら
も
よ
り
多
く
の
市
民
合
意
を
得
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
、

協
働
・
共
創
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
建
設
計
画
を
練
り
上
げ
る
べ

き
。よ

っ
て
、
現
段
階
で
の
補
正
予
算
は
、
認
め
ら
れ
な
い
と
し

た
も
の
で
す
。

白
熱
し
た
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結

果
18
対
12
で
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。（
主
な
討
論
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
）

討　論討　論

・市民の声を聞いていない。

・市民の暮らしを最優先に考える
べき。

・庁舎建設は最優先課題ではな
い。利用できる施設は、使用す
べき。

修正案に賛成
・市の検討委員会や議会の特別委
員会で庁舎建設は認めている。

・合併協議会での確認事項であ
る。

・本庁方式は、豊後大野市の基本。

原案に賛成
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修正案
一般会計

補正予算

◆
財
政
管
理
費

　

地
域
振
興
基
金
積
立
金

　
　

８
億
５
０
０
０
万
円

　

合
併
特
例
債
を
利
用
し
て
、

地
域
振
興
基
金
に
積
立
を
行

う
。

◆
林
業
振
興
費

　

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業

　

   

１
億
７
４
０
０
万
円

　

大
野
郡
森
林
組
合
の
製
造
ラ

イ
ン
消
失
（
火
災
）
へ
の
交
付

金◆
道
路
新
設
改
良
費

　

市
道
牛う

し
く
び首
線
道
路

　
　
　
　

９
０
０
０
万
円

　

市
道
浅あ

そ
う
ず水
牟む

れ礼
線

        　

  

２
４
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　

 　

  

な
ど

制
定
さ
れ
た

 

▼
条  

例
▲

豊
後
大
野
市
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
条
例

　

本
市
に
寄
せ
ら
れ
る
寄

付
金
を
活
用
し
、
地
域
の

特
性
や
資
源
を
生
か
し
た

個
性
豊
か
で
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
。

豊
後
大
野
市
選
挙
公
報

の
発
行
に
関
す
る
条
例

　

市
議
会
議
員
選
挙
及
び

市
長
選
挙
の
候
補
者
を
有

権
者
に
広
く
周
知
す
る
た

め
、
選
挙
公
報
を
発
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

総額265億7405万3千円

新庁舎建設整備費

　

平
成
20
年
９
月
定
例
会
は
、９
月
４
日

か
ら
24
日
ま
で
、21
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
、決
算
・
補
正
予
算
、工
事
請
負
契

約
の
締
結
（
久
原
住
宅
）
な
ど
、21
議
案

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

13億3528万4千円 を追加
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決算を認定
一般会計

　

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
及
び
公
立
お
が
た
総
合
病
院
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
ま
た
、
そ
の
他

の
特
別
会
計
は
、
所
属
す
る
常
任
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
慎
重
審
査
の
結
果
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
24
日
の
本
会

議
で
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
可
決
（
認
定
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

公立おがた総合病院
　　　　　　 特別会計

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

　
　

反
し
て
い
な
い
か

質　

行
財
政
改
革
大
綱
に

沿
っ
て
、
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
実
行
し
て
い
る

中
、
物
件
費
が
大
き
く

減
少
し
て
い
る
こ
と
は

望
ま
し
い
。

　
　

し
か
し
、
人
件
費
が

前
年
度
よ
り
増
え
て
い

る
。
原
因
は
。

答　

消
防
委
託
業
務
廃
止

に
よ
り
、
竹
田
広
域
か

ら
15
名
の
職
員
を
受
け

入
れ
た
こ
と
に
よ
る
増

で
す
。

　
　

今
後
も
、
人
件
費
の

抑
制
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。　

滞
納
へ
の
対
策
が

　
　
　
　
　

甘
い
の
で
は

質　

税
や
保
育
料
・
給
食
費
な

ど
の
滞
納
が
増
え
て
い
る
。

　
　

収
納
に
対
す
る
今
後
の

対
応
は
。

答　

担
当
部
局
と
収
納
課
で

連
携
を
と
り
あ
い
、
あ
ら
ゆ

る
方
策
を
尽
く
し
て
、
更
な

る
収
納
に
努
め
ま
す
。

市
総
合
計
画
の

　
　
　
　

取
り
組
み
は

質　

第
１
次
豊
後
大
野
市

総
合
計
画
で
、
そ
れ
ぞ

れ
目
標
値
を
設
定
し
て

い
る
。

　
　

設
定
し
た
目
標
値
に

対
す
る
事
業
効
果
の
把

握
並
び
に
評
価
は
。

答　

部
署
ご
と
で
目
標
値

へ
の
取
り
組
み
に
バ
ラ

つ
き
が
あ
り
ま
す
。

　
　

今
後
は
、
個
々
の
計

画
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
目

標
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
　

医
師
不
足
病
院
経
営
は

質　

欠
損
金
が
増
え
て
い
る
。
原
因
は
。

　
　

旧
病
院
建
物
の
早
期
解
体
、
跡
地

利
用
は
。

答　

欠
損
金
は
、
医
師
不
足
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
　

内
科
医
が
不
足
し
て
い
ま
す
が
、

年
度
途
中
か
ら
２
名
確
保
で
き
、
経

営
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
　

旧
病
院
に
関
し
て
は
、
早
期
の
解

体
や
跡
地
利
用
の
検
討
を
執
行
部
と

協
議
し
て
い
き
ま
す
。
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一般会計 特別会計

基　金　名 18年度末現在高 19年度末現在高
財 政 調 整 基 金 19億 4,567 万 6千円 19 億 4,880 万 6千円
減 債 基 金 12億 6,148 万 6千円 12 億 6,441 万 2千円
そ の 他 特 定 目 的 基 金 38億 2,396 万 9千円 57 億 4,634 万 8千円
そ の 他 定 額 運 用 資 金    6 億 9,041 万 5千円   6 億 8,904 万 5千円

合　　　　　計 77億 2,154 万 6千円 96 億 4,861 万 1千円

基　金　名 18年度末現在高 19年度末現在高
国 民 健 康 保 険 基 金 6億 5,936 万 4千円 5億 3,058 万 9千円
国 保 直 営 清 川 診 療 所 基 金 1,345 万 9千円 1,298 万 2千円
介 護 給 付 費 準 備 資 金 1億 1,804 万 8千円 1億 3,905 万 3千円
農 業 集 落 排 水 事 業 基 金 1億 6,695 万 8千円 1億 5,731 万 7千円
公 共 下 水 道 事 業 基 金 1,279 万 4千円 2,542 万 4千円
高 額 療 養 費 貸 付 基 金       500 万円       500 万円
出 産 資 金 貸 付 基 金       300 万円       300 万円
浄 化 槽 整 備 推 進 事 業 基 金       876 万円     959 万 6 千円
簡 易 水 道 事 業 基 金 1億 6,200 万 2千円 1億 1,753 万 1千円

合　　　　　計 11億 4,938 万 5千円 10 億 0,049 万 2千円

会　計　名 18年度末現在高 19年度末現在高
一 般 会 計 368 億 6,825 万 8千円 354 億 8,549 万 3千円

特　

別　

会　

計

農 業 集 落 排 水   15 億 4,966 万 9千円   15 億 1,222 万円
上 水 道   10 億 3,784 万 8千円      8 億 7,660 万 1千円
公 共 下 水 道      6 億 7,397 万 6千円      6 億 5,669 万円
浄 化 槽 施 設               7,960 万 6 千円               8,760 万 4 千円
簡 易 水 道    25 億 7,340 万 7千円   22 億 9,372 万 7千円
国 保 直 営 清 川 診 療 所                   116 万 5 千円                    59 万円
公 立 お が た 総 合 病 院    35 億 9,551 万 1千円   34 億 3,941 万 7千円

合　　　　　計 463 億 7,944 万円 443 億 5,234 万 2千円

一般会計

特別会計

基金（貯金）基金（貯金）

地方債（借金）地方債（借金）

平成19年度平成19年度
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賛
成
少
数
で
否
決

職
員
に
対
す
る
人
権
侵
害
調
査

　
　

特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

郵
政
民
営
化
法
の
見
直
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
意
見
書

人
権
擁よ
う

護ご

を
進
め
て
い
る
本
市
に
あ
っ
て
、
職
員

に
対
す
る
人
権
侵
害
の
事
象
が
あ
り
ま
す
。

　

人
権
意
識
の
徹
底
と
高
揚
を
図
る
目
的
か
ら
、
本

市
議
会
に
「
職
員
に
対
す
る
人
権
侵
害
調
査
特
別
委

員
会
」
の
設
置
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
ま
し
た

請  

願

　

市
庁
舎
は
拙せ
っ
そ
く速
を
避
け
、

市
民
へ
の
説
明
を
果
た
し
、

理
解
を
求
め
る
請
願

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
中
止
・
撤
回
を
求
め
る

請
願

　

矢
田
ダ
ム

関
連
地
域
の

振
興
に
お
け

る
要
望
書

陳  

情

　

内
容
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
保
証
す

る
た
め
に
、
分
社
化
さ
れ
て
い
る
郵
便
・
貯
金
・
保

険
の
３
事
業
の
経
営
形
態
を
、
１
つ
に
す
る
よ
う
見

直
し
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

不
採
択

採
択

民営化になって１年が経ちました（三重郵便局）

　

付
託
し
た
総
務
常
任
委
員

会
か
ら
、
次
の
定
例
会
ま
で

継
続
し
て
審
議
し
た
い
旨
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
は
基
本
設
計
の
策

定
段
階
に
お
い
て
も
、
市
民

説
明
を
行
う
予
定
で
す
。

　

状
況
を
見
な
が
ら
、
慎
重

に
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
継
続
す
る
も
の
。

　

医
療
保
険
制
度
を
初
め
と

す
る
社
会
保
障
制
度
の
あ
り

方
を
抜
本
的
に
見
直
す
よ
う

要
望
す
る
も
の
。

　

中
止
と
な
っ
た
矢
田
ダ
ム

建
設
計
画
に
よ
り
遅
れ
て
い

た
、
道
路
・
河
川
改
良
の
早

期
完
成
を
求
め
る
も
の
。

継
続

 

審
査

議員発議
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えとう　たつや

衞
藤
竜
哉

  質

ポンプ車の部で緒方町消防団が出場した第 21回全国消防操法大会
10月 12日／東京ビックサイト

 
市政を問う市政を問う

一般質問一般質問

市消防団に
　　期待するものは
　　　　　　　　　  ～消防力の強化～

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
豊

後
大
野
市
消
防
団
と
し
て

統
一
さ
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
対

策
は
。

給
食
運
営
の
安
定
を

　
　
　

〜
食
材
費
の
効
率
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　

運
用
に
努
め
る
〜

ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
の
確
保
に

積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

物
価
の
上
昇
が
止
ま
ら

な
い
中
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
安
全
で
安
心
な

給
食
の
対
応
は
。

　

ま
た
、「
弁
当
の
日
」

を
設
定
し
て
保
護
者
に
も

協
力
を
願
え
な
い
か
。

　
　

 

教
育
次
長

　

現
状
の
学
校
給
食
を
維

持
す
る
た
め
、
今
後
も
最

大
限
の
努
力
を
し
、
あ
ら

ゆ
る
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

  質 答

答　
市
長

　

消
防
団
は
、
一
市
一
団
制
の

も
と
、
災
害
な
ど
に
対
応
す
る

こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

団
員
に
つ
い
て
は
、
消
防
力
・

防
災
力
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
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はしもと　ゆうすけ

橋
本
祐
輔

小
・
中
学
校
の

　
　

耐
震
化
を
急
げ

　
　
　
　
　

    

〜
22
年
度
ま
で
に
終
了
〜

　

市
教
委
が
示
し
た
校
舎

な
ど
の
耐
震
調
査
と
小
学

校
統
廃
合
計
画
で
は
、
小

富
士
・
上
緒
方
小
学
校
の

耐
震
数
値
が
低
い
こ
と
を

理
由
に
、
来
年
４
月
に
統

合
す
る
姿
勢
だ
が
、
調
査

結
果
が
出
た
の
は
今
年
３

月
で
あ
る
。

　

そ
の
数
値
を
９
月
ま
で

公
表
せ
ず
、
い
き
な
り
統

合
方
針
を
示
し
た
の
は
、

あ
ま
り
に
も
強
引
で
は
な

い
か
。

  質
 答

　
　

  

教
育
次
長

　

数
値
が
非
常
に
低
い
と

は
認
識
し
て
い
た
が
、
す

ぐ
に
倒と
う
か
い壊
に
結
び
つ
く
と

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
地
元
に
丁
寧

に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

市
の
温
暖
化
対
策
は

〜
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
〜

　

持
続
可
能
で
豊
か
な
地
域
社
会
を
作
る
た
め

に
は
、
温
暖
化
対
策
だ
け
で
な
く
、
環
境
問
題

全
般
に
対
し
て
市
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

　
　

  

生
活
環
境
部
長

　

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
本
年
９
月
中
に
作

成
し
、
10
月
か
ら
取
り
組
む
。

　

併
せ
て
地
域
推
進
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、

豊
後
大
野
市
地
球
温
暖
化
防
止
協
議
会
と
連
携

し
活
動
の
推
進
を
図
る
。

  質 答

なぜ防げなかった
　　　　　　　　　職員逮捕事件

　　　　 ～庁内体制の不備を反省～
さとう　いきみ

佐
藤
生
稔

新
庁
舎
建
設

　

  

順
番
が
「
逆
」

　

  　
　
　
　
　
　

〜
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に
〜

　

市
政
へ
の
不
平
・
不
満

の
声
が
多
い
。

　

三
重
高
校
跡
地
、
病
院

統
合
、
新
庁
舎
建
設
問
題

は
市
民
目
線
と
相
当
ズ
レ

て
い
る
。

　

住
民
へ
の
説
明
が
決
定

的
に
足
り
な
い
。

  質

 答
　

事
件
発
覚
後
の
謝
罪
会

見
に
虚き
ょ

偽ぎ

が
あ
っ
た
。

市
当
局
は
「
何
も
知
ら

な
か
っ
た
」と
責
任
逃
れ

の
姿
勢
、
ズ
サ
ン
な
人
事

管
理
と
無
責
任
体
質
。

　

こ
と
の
真
相
と
再
発
防

止
策
は
。

　
　

  

市
長

　

事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
情

報
の
対
応
は
総
務
課
長
と

部
長
が
し
た
の
で
、
私
も

副
市
長
も
承
知
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
危
機
管
理
指

針
を
定
め
、
職
員
の
綱こ
う

紀き

粛し
ゅ
く
せ
い

正
に
取
り
組
み
ま
す
。

  質 答
　
「
器
よ
り
中
身
の
充
実
」

ま
ず
職
員
を
減
す
な
ど
、

人
件
費
を
中
心
に
経
常
経

費
の
削
減
で
財
源
確
保
を
。

　
　

   

市
長

　

新
庁
舎
建
設
は
、
合
併

協
定
書
や
豊
後
大
野
市
総

合
計
画
及
び
行
政
改
革
大

綱
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
中

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

展
望
に
立
っ
て
具
体
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
の
改
善

に
向
け
、
取
り
組
み
を
一

層
強
化
し
ま
す
。

庁舎建設の説明会を行いました（千歳会場）

支柱が腐敗しています（清川中学校）
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しゅとう　まさみつ

首
藤
正
光

  質市
を
あ
げ
て
過
疎
、

少
子
・
高
齢
化
に
歯
止
め

を
か
け
よ
う
と
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

市
外
に
居
住
し
て
い
る

職
員
に
、
市
内
に
住
む
よ

う
お
願
い
は
で
き
な
い
か
。

市の活性化のために
　   　  ～理解を求めていきたい～

　
　

  

総
務
部
長

現
在
非
常
に
厳
し
い
地
域
経
済
情
勢
と

市
の
財
政
状
況
下
に
お
い
て
、
職
員
が
市

民
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

現
在
、
市
外
に
居
住
し
て
い
る
職
員
は

45
名
い
ま
す
。

　

職
員
募
集
の
際
に
は
、「
採
用
さ
れ
た
場

合
、
豊
後
大
野
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
を

原
則
と
す
る
。」
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
憲

法
第
22
条
（
居
住
、
移
転
等
の
自
由
）
に

抵て
い
し
ょ
く
触
す
る
こ
と
か
ら
、
強
制
す
る
こ
と
は

法
的
に
困
難
で
す
。

 答

えとう　ちよこ

恵
藤
千
代
子

  質
　

行
革
を
推
進
し
て
い
く

中
で
、
公
立
保
育
所
の
今

後
は 

。子
は
宝　

示
せ
保
育
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
全
体
構
想
を
策
定
す
る
〜

  質
　

老
朽
化
し
た
保
育
所
の

耐
震
診
断
を
実
施
し
、
改

築
を
急
げ
。

　
　

  

保
健
福
祉
部
長

　

幼
・
小
と
の
連
携
、
保

育
の
平
等
性
、
地
域
性
や

規
模
、
民
間
と
の
調
整
な

ど
、
行
革
大た
い
こ
う綱

と
の
整
合

性
を
図
り
、
具
体
的
構

想
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

 答

　
　

  

保
健
福
祉
部
長

　

耐
震
診
断
の
対
象
保
育
所
は
３
カ
所

で
す
。

　

公
立
保
育
所
は
、
改
正
地
震
防
災
対

策
特
別
措
置
法
の
財
政
上
の
支
援
対
象

外
で
す
が
、
安
全
面
等
か
ら
市
独
自
で

施
設
を
改
修
す
る
な
ど
、
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
全
体
的
構
想
を
策
定
し
、
早

急
に
検
討
し
た
い
。

 答

  質
　

保
育
士
は
、
正
規
職
員

が
３
割
弱
、
７
割
強
が
嘱
し
ょ
く

託た
く

職
員
。

　

今
後
の
管
理
運
営
形
態

の
方
針
は
。

　
　

  

保
健
福
祉
部
長

　

現
在
、
保
育
士
の
採
用

は
控
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
就
学
前
教
育
、

保
育
の
あ
り
方
及
び
施
設

の
整
理
統
合
計
画
の
中
で

検
討
し
た
い
。

 答

避難訓練、離れないでね（緒方保育園）

職員研修を通じて資質向上を図ります。
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防災対策は
　　　～市民総参加の
　　　　　　 防災訓練を検討～

　

市
内
各
自
治
区
や
各

小
・
中
学
校
の
防
災
訓
練
、

特
に
避
難
訓
練
の
実
施
状

況
と
今
後
の
実
施
計
画
や

訓
練
の
問
題
点
は
。

　
　

  
総
務
部
長

　

各
自
治
区
で
自
主
的
な

防
災
訓
練
は
実
施
し
て
い

な
い
。

　

各
小
・
中
学
校
で
は
防

災
訓
練
の
徹
底
を
期
し
、

平
成
19
年
度
は
延
べ
47
回

実
施
し
ま
し
た
。

  質 答

分
担
金
の

　

廃
止
・
軽
減
は

　

   

〜
検
討
し
た
い
〜

高
齢
化
が
進
む
な
か
、

急
傾
斜
地
崩ほ
う
か
い壊

対
策
事
業

の
分
担
金
が
重
荷
に
な
っ

て
い
る
。

軽
減
な
ど
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　

  

市
長

　

合
併
協
議
に
お
い
て
、

旧
町
村
の
状
況
や
他
事
業

と
の
均
衡
を
図
る
う
え
か

ら
、
市
負
担
金
の
う
ち
10

パ
ー
セ
ン
ト
を
受
益
者
分

  質 答

跡
地
の
有
効
利
用
を

　
　
　
　
　

  

〜
総
合
的
に
検
討
〜

  質

 答

さとう　たつみ

佐
藤
辰
己

 答 住
み
よ
い「
ま
ち
」づ
く
り
を

　

    　
　
　
　

 

〜
安
全
・
安
心
に
努
め
ま
す
〜

　
　

  

市
長

　

中
九
州
横
断
道
路
、
大

野
竹
田
間
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
増
設
に
つ
い
て

は
、
国
交
省
か
ら
最
大
限

の
努
力
を
す
る
と
回
答
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

担
金
と
し
て
徴

収
す
る
こ
と
を

決
定
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
合

併
後
４
年
目
を

迎
え
、
県
下
の

状
況
も
変
化
し

た
こ
と
な
ど
か

ら
、
受
益
者
分

担
金
の
徴
収
率

の
見
直
し
を
検

討
し
た
い
。

さとう　のりよし

佐
藤
徳
宣

　

要
望
の
多
い
防
災
対
策

事
業
（
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
、
河か
し
ょ
う
く
っ
さ
く

床
掘
削
）
の
対
応

と
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

増
設
に
関
す
る
経
過
に
つ

い
て
。

　
　

  

建
設
部
長

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
は
、
河
床
掘
削
事
業
同

様
に
多
く
の
要
望
が
あ
る

が
、
合
併
時
か
ら
す
る
と

半
数
程
の
事
業
実
施
で

す
。

　

県
に
強
く
要
望
し
、
安

全
で
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

広
大
な
土
地
を
有
す
る
旧
大
野
高
校

跡
地
の
今
後
の
利
活
用
は
。

　
　

  

総
務
部
長

　

県
と
の
無
償
譲じ
ょ
う
と渡
契
約
で
は
、
平
成

22
年
度
ま
で
使
用
す
る
目
的
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

中
九
州
横
断
道
路
の
開
通
に
よ
り
、

企
業
誘
致
な
ど
考
え
ら
れ
る
が
、
老
朽

化
や
耐
震
問
題
も
あ
り
、
検
討
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

  質 答

旧大野高校跡地にあるケーブルテレビ情報センター

土砂が流れ込み工事中
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ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
と
な

っ
て
い
る
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
の
運
営
課
題
は
。

　
　

  

産
業
経
済
部
長

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

よ
り
、営
農
指
導
に
加
え
、

農
業
経
営
に
関
す
る
相
談

公
立
お
が
た
総
合
病

院
を
核
と
し
、
県
立
三
重

病
院
は
「
診
療
所
等
」
に

す
る
と
あ
る
。

こ
の「
診
療
所
等
」に
、

ど
の
よ
う
な
含
み
が
あ
る

の
か
。

市
の
た
ば
こ
税
が
減

少
し
て
い
る
。
対
策
を
ど

う
す
る
。 た

ば
こ
税
は
貴
重
な
財
源

　

  　
　
　
　

 　
〜
税
収
確
保
に
努
力
〜

　
　

  

総
務
部
長

　

た
ば
こ
税
は
、
小
売
販

売
業
者
の
営
業
所
在
地
の

市
町
村
へ
、
製
造
業
者
が

申
告
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
一
本
で
も

多
く
市
内
で
購
入
し
て
い

た
だ
き
、
税
収
を
確
保
で

き
る
よ
う
広
報
な
ど
を
通

じ
て
税
収
の
仕
組
み
を
説

明
・
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

 答

  質

あさの　ますみ

浅
野
益
美

どうする「原油高対策」
　　　  　　　～国に積極的に要望～

原
油
価
格
の
高こ
う
と
う騰

が
、

農
業
や
商
工
業
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
対

策
は
。

 　

 　

市
長

　

国
・
県
に
お
い
て
は
、

税
の
軽
減
措
置
や
融
資
枠

拡
大
な
ど
、
中
小
企
業

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

市
独
自
の
対
策
と
し

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、

化
学
肥
料
の
低
減
対
策
、

畜
産
の
飼
料
自
給
率
向
上

を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
業
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
な
ど
と
十

分
連
携
を
図
り
、
相
談
窓

口
の
設
置
や
制
度
資
金
の

活
用
を
周
知
し
た
い
。

  質 答

大丈夫か　地域医療
　    　　　   ～より充実が必要～

  質

 答

みやなり　あきよし

宮
成
昭
義

足
の
向
く
セ
ン
タ
ー
に

　
　

 　
　
　
　
　

  

〜
体
制
を
充
実
強
化
〜 

 答

家計に響きます。ガソリン高

　
　

  

市
長

診
療
所
と
は
、
医
療

法
で
患
者
を
入
院
さ
せ
る

施
設
を
有
し
な
い
も
の
又

は
19
人
以
下
の
患
者
を
入

院
さ
せ
る
施
設
を
有
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
提
供
体
制
を

構
築
す
る
た
め
に
も
、
三

重
病
院
の
病
床
数
及
び
救

急
対
応
が
で
き
る
医
療
施

設
に
な
る
の
か
を
含
め
、

診
療
所
か
病
院
か
を
検
討

し
ま
す
。

や
申
請
手
続
き
の
軽
減
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

運
営
課
題
と
し
て
は

体
制
の
充
実
が
必
要
で
、

事
務
室
な
ど
の
改
善
や
設

置
場
所
の
移
転
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
い
た
し
ま

す
。

  質

さらに充実してほしい農振センター
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ごとう　あきこ

後
藤
章
子

あかみね　けんじ

赤
嶺
謙
二

不
祥
事
の
根
絶
を

　
　
　
　

〜
特
別
対
策
班
を
設
置
〜

　

職
員
の
不
祥
事
は
、
一

瞬
に
し
て
市
民
の
信
頼
を

失
う
。

　

綱こ
う
き
し
ゅ
く
せ
い

紀
粛
正
の
具
体
策

は
。

　
　

   

総
務
部
長

　

今
回
逮
捕
さ
れ
た
職
員

は
、
事
実
確
認
を
行
っ
た

う
え
で
厳
正
な
処
分
、
幹

部
職
員
も
責
任
を
明
確
に

し
、
処
分
し
ま
す
。

　

現
在
、
部
局
の
枠
を
超

え
た
「
危
機
管
理
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

立
ち
上
げ
、
指
針
を
策
定

中
で
す
。

  質
 答

　

管
理
者
の
対
応
も
重
要
と
な
る
。

人
間
関
係
や
職
場
環
境
な
ど
、
対

応
能
力
が
問
題
で
は
。

　
　

  

総
務
部
長

　

倫り
ん

理り

規
程
に
、
良
好
な
職
場
環
境

の
醸
じ
ょ
う
せ
い成・
維
持
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

福
利
厚
生
や
懇
親
会
、
班
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
定
期
開
催
な
ど
、
さ
ら
に
意

思
疎そ

通つ
う

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

  質 答

平
和
の
願
い
を

        

広
げ
よ
う

〜
市
の
姿
勢
を
発
信
〜

　

核
兵
器
廃
絶
に
向
け

て
、
世
界
各
国
の
都
市
が

連
携
す
る
「
平
和
市
長
会

議
」に
加
盟
す
る
考
え
は
。

　
　

  

市
長

　

平
成
17
年
に
「
非
核
平

和
都
市
宣
言
」
を
行
っ
て

い
る
。

加
盟
す
る
方
向
で
検

討
。

  質 答

病院の経営は、医師は
　    　　 　　～県と市でさらに協議～

①　

公
立
お
が
た
病
院
を

核
と
し
、
県
立
三
重
病

院
を
診
療
所
等
に
す
る

こ
と
を
県
と
合
意
し
た

が
、
経
営
主
体
は
。

②　

三
重
病
院
の
土
地
・

建
物
な
ど
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
県
の
意
向

は
聞
い
て
い
る
の
か
。

③　

医
師
確
保
の
見
通
し

は
。

　
　

  

保
健
福
祉
部
長

①　

経
営
主
体
に
つ
い
て

は
、
県
と
協
議
中
。

②　

県
の
財
産
で
あ
り
、

そ
の
考
え
方
は
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
　

  

市
長

③　

統
合
後
の
医
師
数
に

つ
い
て
は
、
県
と
共
に

確
保
に
努
め
る
。

  質

 答 答

市
政
へ
の
参
画
と

職
員
の
意
識
改
革

〜
関
係
す
る
部
課
で
対
応
〜

　

支
所
長
な
ど
を
含
め
全

幹
部
職
員
を
、な
ぜ
政
策
決

定
に
参
画
さ
せ
な
い
の
か
。

　

  　

総
務
部
長

担
当
及
び
関
係
す
る

部
課
長
を
含
む
職
員
で
議

論
し
て
い
る
が
、必
要
に

応
じ
て
支
所
長
な
ど
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。

　

職
員
の
意
識
改
革
に
つ

い
て
は
、
倫り
ん
り
か
ん

理
観
・
使
命

感
の
醸
じ
ょ
う
せ
い成
に
努
め
た
い
。

  質 答

診療所となる予定の県立三重病院

毎年、長崎の平和集会に参加しています。
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企
画
部
長

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

や
自
治
委
員
会
を
対
象
と

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
、
現
庁
舎
の
課
題
、

財
政
の
３
つ
の
視
点
か
ら

市
庁
舎
計
画
の
説
明
会
を

開
催
し
、
一
定
の
ご
理
解

を
得
た
も
の
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

　
　

  

市
長

　

他
事
業
と
の
整
合
性
や

地
域
間
の
均
衡
を
考
慮
し
、

農
業
施
設
原
材
料
支
給
事

業
の
改
善
を
検
討
し
た
い
。

　

原
油
、
飼
料
な
ど
の
高こ
う

騰と
う

に
、
早
急
な
支
援
・
対

策
を
。

　
　

  

産
業
経
済
部
長

　

国
・
県
の
補
助
制
度
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
市

独
自
の
対
策
を
検
討
し
、

国
・
県
及
び
Ｊ
Ａ
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
た
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

農業振興策を問う
　　　　　  ～関係機関と連携～

はだの　しょうぞう

羽
田
野
昭
三

えとう　まさひろ

衞
藤
正
宏

  質 答
  質

 答

  質

 答

  質 答

  質

 答

　

循
じ
ゅ
ん
か
ん環
型
農
業
の
構
築
、

安
心
・
安
全
農
産
物
の
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
に
、
堆た
い

肥ひ

セ
ン
タ
ー
施
設
が
必
要

と
思
う
が
、
対
応
は
。

　
　

  

産
業
経
済
部
長

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
必
要

性
、
ま
た
民
間
と
の
競
合

が
可
能
か
慎
重
に
検
討
し

た
い
。

農
地
・
水
・
環
境
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
均
衡
を
考
慮
〜

　

効
率
・
効
果
的
に
事
業

を
進
め
る
う
え
で
、
農
業

施
設
原
材
料
支
給
事
業
と

の
併
用
は
で
き
な
い
か
。

市
民
が
主
役
の

　
　
　

政
治
を

〜
説
明
会
を
開
催
〜

　

周
辺
部
は
少
子
・
高
齢

化
で
疲ひ

弊へ
い

し
、
補
助
金
な

ど
は
削
減
さ
れ
る
な
か
、

39
億
円
に
及
ぶ
新
庁
舎
建

設
は
、
市
民
の
合
意
を
得

ら
れ
た
の
か
。

教
育
環
境
の
整
備
を

　
　
　
　
　
　

  

〜
教
育
委
員
会
で
検
討
〜

　

三
重
中
学
校
は
改
築
、

清
川
中
学
校
は
耐
震
補
強

と
の
説
明
。

　

教
育
現
場
に
格
差
が
あ

っ
て
い
い
の
か
。

　
　

  

教
育
次
長

　

三
重
中
学
校
の
改
築

は
、
教
育
委
員
会
の
決
定

事
項
で
す
。

　

中
学
校
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
学
校
教
育
審
議
会

で
審
議
中
で
あ
り
、
答
申

を
受
け
た
後
、
教
育
委
員

会
が
検
討
し
ま
す
。

有機農業に必要な堆肥

ただいま理科の授業中
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人
権
意
識
へ
の
取
り
組
み
は

　
　

〜
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
〜

情
報
の
提
示
と

　
　
　

説
明
は

 

〜
協
働
の

　

  

ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　

推
進
〜

　
　

  

生
活
環
境
部
長

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
諸
施
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

  

副
市
長

　

人
権
侵
害
と
捉と
ら

え
て
調

査
・
対
応
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

災
害
に
強
い
畦あ

ぜ

に

　
　
　
　
　
　

〜
補
助
事
業
の
該
当
な
し
〜

 答

　

畦
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張

り
に
で
き
な
い
か
。

　
　

  

産
業
経
済
部
長

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
期
待
で

　

営
農
団
体
の
法
人
化
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

　

  　

産
業
経
済
部
長

　

市
・
Ｊ
Ａ
・
豊
肥
振
興

局
職
員
を
班
員
と
す
る
集

落
営
農
育
成
班
を
設
置

し
、
集
落
営
農
の
集
団

化
、
法
人
化
を
進
め
た
結

果
、
法
人
数
26
、
任
意
組

織
38
の
結
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
水
田
経
営
所

得
安
定
対
策
の
加
入
を
推

進
し
、
経
営
安
定
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
機
械
な
ど
の
過

剰
投
資
の
抑よ
く
せ
い制

や
耕
作
放

棄
地
の
解
消
を
目
的
と
し

た
一
集
落
一
農
場
方
式
を

取
り
入
れ
、
集
落
営
農
を

育
成
推
進
し
ま
す
。

きよた　まんさく

清
田
滿
作

わたなべ　かずふみ

渡
邊
一
文

　

施
策
の
実
施
の
段
階

で
、
そ
の
取
り
組
み
に
問

題
が
あ
る
。

　

市
民
の
発
言
の
場
、
協

働
・
共
創
の
機
会
を
も
っ

と
つ
く
る
べ
き
だ
。

　

  　

市
長

　

３
月
定
例
会
の
施
政
方

針
に
示
し
た
よ
う
に
、
分

権
型
社
会
の
実
現
に
む

け
、
行
財
政
改
革
の
確
立

や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

  質

  質
　

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

と
、
人
権
擁よ
う

護ご

・
確
立
に

む
け
た
取
り
組
み
の
中
で

問
題
点
の
把
握
分
析
が
無

く
、
市
民
へ
の
提て
い
し
ょ
う唱と

知

識
の
伝
達
に
終
止
し
、
問

題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
欠

け
て
い
る
。

  質

法人化を問う
　　　　～さらに育成・推進～

  質

き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

補
助
金
交
付
事
業
に
は
、

よ
り
高
い
投
資
効
果
の
実

現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
個
人
財
産
で

あ
る
農
地
に
対
す
る
補
助

事
業
は
、国
・
県
・
市
い
ず
れ

も
該
当
が
あ
り
ま
せ
ん
。

 答

 答

 答

 答

後期のクラス役員は誰に

草刈りはひと仕事です
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安心して住める
豊後大野市に

遊休農地の
   解消について

　豊後大野市も合併して 4年が経過しよ
うとしています。
　市の財政も合併時の交付税が来ると聞い
ていますので、大丈夫とは思いますが、大
型事業である市庁舎建設が計画されている
と聞いています。
　私は市の情報発信源である新庁舎は必要
であると思いますが、身の丈にあった庁舎
であるべきと思います。
　複合施設での計画と聞いていますが、将
来の人口や財政を考慮してできるだけコン
パクトに建設すべきと考えます。
　病院統合は市と県の合意ができたと報道
されました。
　核となる病院は、おがた病院になるよう
ですが、医師の確保が最重要課題と思いま
す。
　医師確保に全力で取り組んでいただきま
すようお願いしたい。　
　わが町の将来を考えると、支所の職員が
減り行政サービスがおろそかになるのでは
ないか、地域のイベントがなくなり住民同
士のつながりが無くなるのではないか、周
辺の町は疲

ひへい

弊するのではないか、心配の種
は尽きません。
　議会もこのような事態を真剣に考えて
いただき活発な議論をして、安心して住め
る豊後大野市にしていただくよう念願しま
す。

農産物価格の低迷に加え、農業従事者の
減少により、遊休農地や耕作放棄地が増加
しています。
また、農業生産額の減少および集落機能

の急速な低下が懸
けねん

念されるなど、不安材料
ばかり浮かび上がってきます。
大野町でも高齢化などにより、基盤整

備した優良農地が、耕作放棄地および遊休
農地になっており、その対策として、平成
16 年から焼酎原料の黄

こ が ね

金千
せんがん

貫（甘
かん

藷
しょ

）栽
培を開始し、現在では 42 名で 16 ヘクタ
ールを栽培するほどになりました。
　甘藷は気象条件に左右されないため、安
定した所得が期待できることと、遊休農地
解消にもつながる反面、植えつけ作業と収
穫作業が重労働のため、機械化が必要など、
課題もあります。
　大野町のまちおこしを検討する中で、甘
藷栽培から焼酎工場の誘致を思いたち、平
成 18 年 11 月、杵築の「みろく酒造」に
芋焼酎の製造を依頼し、翌年完成したのが
「郷

さと

の一
いっ

魂
こん

」です。
平成 19 年 12 月 17 日、大分県知事に

完成報告し、まろやかで香りがいいと感想
をいただきました。
　今後は、さらに生産技術の向上を図りな
がら、栽培面積を増やし、農家所得向上と
地域活性化に繋

つな

げられるよう頑張りたいと
思っております。
　そして将来は、大野町に焼酎工場を誘致
したい。

か　　い　  よし　   お緒方町
上
かみじざい

自在 甲 斐 義 男

大野町
屋
や

　原
ばる 田 部 憲 義

た　  なべ　 のり　よし
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神
奈
川
県
葉
山
町
は
、

人
口
３
万
３
１
２
４
人
、

面
積
17
・
06
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
人
口
は

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

広
報
紙
の
特
色
は
、
本
市
と
同
様
に
６
段
組
を
採
用
し
て
お

り
、
定
例
会
の
内
容
の
充
実
に
努
め
、
分
か
り
や
す
く
読
み
や

す
い
記
事
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
に
は
、
声
の
「
議
会
だ
よ
り
」

を
定
例
会
ご
と
に
作
成
し
、
対
象
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。　

今
回
の
視
察
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、
広
報
委
員
の
皆
さ
ん

が
議
会
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

刺
激
さ
れ
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
充
実
し
た
広
報
紙
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

視察研修
研け

ん
さ
ん鑽

を
積
み

分
か
り
や
す
く 

読
み
や
す
く

特別委員会

本
委
員
会
は
、去
る
７
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
日
程
で
、「
東

京
都
台た

い
と
う東
区
」
と
「
神
奈
川
県
葉は

山や
ま

町
」
の
両
議
会
を
訪
問
し

ま
し
た
。

本
市
と
友
好
姉
妹
都
市
で
あ
る
東
京
都
台
東
区
は
、
人
口
16

万
２
１
０
９
人
、
面
積
10
・
08
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
東
京
都

23
区
で
最
小
の
面
積
で
す
。

広
報
紙
の
特
色
と
し
て
は
、
400
㎜
×
270
㎜
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

刷
り
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
表
紙
で
使
用
す
る
写
真
は
、

区
民
に
よ
る
応
募
を
と
っ
て
お
り
、

採
用
さ
れ
た
写
真
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
に
図
書
券
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

議会広報編集


